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新型コロナウイルス感染症対策に関して、様々な対応へのご協力に感謝申し上げます。 

さて、先般行った学校教育報告会にて、今年度実施した「学校評価アンケート」の集計結果をご報告したと

ころですが、今回、その内容を改めてお知らせいたします。いただいたご意見について、真摯に受け止め、新

しい年の学校づくりに反映させていただきたいと思います。 

 

児 童 
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97%「仲間はずれをしないでだれとでもなかよくしている。」 

96%「先生たちは、学習を分かりやすく教えてくれていて、学習したことがよくわかっている。」 

96％「友達と明るく元気に過ごしている。」 

95%「いろいろな体験ができる学習に楽しく取り組んでいる。」 

95%「普段から「自分の命は自分で守る」という意識(考え)をもっている。」 
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31%「学習に進んで取り組み、進んで考えたり、発表したりしている。」 

「仲間はずれをしないでだれとでもなかよくしている。」に対して、「そう思う」「少し思う」の割合が

一番高く、続いて「友達と明るく元気に過ごしている。」という項目に関しても高いポイントが出てい

ます。友達との人間関係がよく、友達と仲よく学校生活を送ろうとしている様子がうかがえます。ま

た、差別することなく、みんなで明るく生活することやあいさつすることの大切さを理解し、しっかり

行っているという意識も育っています。 

「普段から「自分の命は自分で守る」という意識(考え)をもっている。」という項目が高いことが分か

ります。今年度から、各学年やブロック単位で、児童の実態に合わせた防犯教室を実施しました。低学

年ではくらし安全課の方に来ていただき、実践を交えた防犯教室を実施したり、高学年では携帯電話会

社と連携を図り、SNS の犯罪に巻き込まれないようにするための注意を学んだりしました。防犯教室

や避難訓練等を通して「自分の命は自分で守る」意識が高められているようです。 

「先生たちは、学習を分かりやすく教えてくれていて、学習したことがよくわかっている。」「いろい

ろな体験ができる学習に楽しく取り組んでいる。」では、生活科・社会科の重点研究をはじめとした授

業改善の取り組みが成果として表れていると考えられます。主体的に学ぶ子どもの育成をめざし、取り

組んできた授業の在り方を、次年度は、秋に「生活科・社会科の全国発表」として発信する予定です。 

一方で、「友達や先生、近所や地域の人たちに、きちんとあいさつをしている。」という項目について

は、児童の自己評価では高い値を出していますが、心を込めたあいさつがきちんとできているかどう

か、引き続き指導をしていきたいと考えます。コミュニケーション力を伸ばし、上手に挨拶ができるよ

うに、お世話になった人たちへの感謝の気持ちを育くむことが、引き続きの課題になると考えます。 

 

「学習に進んで取り組み、進んで考えたり、発表したりしている。」に対して、「あまり思わない」「思

わない」の割合が高いです。西富岡小では、自分から進んで学習に取り組むことに対して消極的である

傾向がうかがえます。引き続き、教師の指導力の向上を目指し、子どもたちが能動的に関わることので

きる授業改善に力を入れていきます。また、疑問に思ったことや興味をもったことに対して、自ら追究

していこうとする態度、表現する力の育成、学習したことを進んで生活や学習に活用しようとする態度

などを引き続き育てていく必要があるようです。学習に対して受け身の児童が多いので、主体的に学習

に参加し、課題に対して進んで考え、発表することを称賛し、自信をもって取り組めるように支援して

いきます。 

 

 

 

 



 

 

保護者 
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93%「学校は、道徳・たてわり活動をはじめとして、すべての教育活動を通して、あたたかいかかわりを育 

んでいると思いますか。」 

93%「学校は、「西富タイム」を設定し、体力の向上及びコミュニケーション力を高めるための活動をしてい 

ると思いますか。」 

93%「学校は、避難訓練及び学年に応じた安全教育（交通安全教室・防犯教室）を通じて、子どもたちの「自

分の命は自分で守る」という意識を高めていると思いますか。」 

91%「学校は、運動会やおにごっこ週間など、体力の向上の取り組みをしていると思いますか。」 

91%「学校は、夏祭りなどの自治会行事の参加や、地域防災など、地域の連携を大切にしていると思いますか。」 
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19%「子どもたちは、進んであいさつしていると思いますか。」 

  14%「学校は、日頃の子どもたちの様子を見取り、定期的なアンケート調査を生かして、いじめの未然防止 

に努めていると思いますか。」 

13%「学校は、児童支援専任を中心に組織として子ども一人ひとりを大切にした児童指導を進めている思 

いますか。」 

 

確かな学力に関して、保護者アンケートの結果からは約９０パーセントで、学校の教育活動につい 

て肯定的な回答が得られました。体力の向上やコミュニケーション力、表現力を高めるための行事や

取り組みについて高い評価がみられます。 

「道徳・たてわり活動」「避難訓練・安全教育」などの項目でも、高い評価がみられます。子ども

同士の温かいかかわり、自他ともに心も体も大切にするという取り組みの成果と考えられます。    

「夏祭りなどの自治会行事の参加や、地域防災など、地域の連携を大切にしていると思いますか。」

という項目についても、高い評価をいただいています。学校は普段の学習の中でも、地域の方を「まち

の先生」として招いたり、学習支援ボランティアとして教室に入っていただいたりしています。今後も

地域の方々とのつながりを大切に、まちとともにある学校づくりを目指したいと考えています。 

あいさつに関して子ども達のアンケート結果では、「自分たちはしっかり行っている」と思っている

ようです。現状は、正門や校内でのあいさつは、ほとんどの子ども達が行っていると思われますが、登

校時の旗振り当番の保護者や地域の方、児童の様子を見守ってくださっている方々に対してのあいさ

つがきちんとできていない可能性が考えられます。 

いじめの未然防止に関しては、子どもたちが発信する些細な変化や情報をしっかりとキャッチし、

その都度、学年や学校で共有しています。内容に関しては広く発信することはないため、あまり伝わる

ことがないと考えます。そのため、児童指導の設問に関しては、「分からない」と答える保護者の方も

19％みられます。学校では、小中一貫の教育相談員が来校しての「教育相談」も年間を通して実施して

います。毎月発行する「学校だより」に相談日の予定日などを発信しています。ご希望のある方は副校

長、または児童支援専任教諭までお待ちしています。 

 

 



 



  



 


